
～ おやべ発「認知症」ど～もないちゃ！ ～

認知症地域支援事業

平成30年度認知症地域支援推進員研修（H30.8.8）

新潟県

岐阜県

富 山 県 小 矢 部 市
地域包括支援センター 福 田 秋 美

長野県

富山湾石川県

砺波市

南砺市

小矢部市



小矢部市の概要 ＜平成30年4月1日＞

◇人 口：30,328 人

◆高齢者人口 10,579 人 （高齢化率 34.9 ％）

（ 内 後期高齢者 5,482 人 後期高齢化率 18.1 ％）

◇高齢者のみ世帯 2,423世帯 ／ 全世帯 10,331 世帯
（内 一人暮らし 1,085 世帯）

◆要介護・要支援認定者 1,985 人（認定率 18.8％）

（内 在宅 1,243 人）

※75歳以上認定者 1,787人（認定率32.6%）

◇認知症自立度Ⅱ以上の在宅高齢者 570人
（H30.6居宅介護支援事業者等調査）

◆第7期(H30～32)介護保険料 基準額 5,980 円 (砺波地方介護保険組合）

◇日常生活圏域 3圏域
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小矢部市の介護・福祉資源

◇ 地域包括支援センター：直営 1ヶ所

◇ 在宅介護支援センター（ブランチ）3ヶ所

◆ 特別養護老人ホーム 2ヶ所（160）

◆ 老人保健施設 2ヶ所（180）

◆ 介護療養型医療施設 2ヶ所（ 56）

◇ 地域密着型サービス

・介護老人福祉施設（小規模特養）2ヶ所（58）

・小規模多機能型居宅介護 4ヶ所（112）

・認知症対応型共同生活介護 11ヶ所（20ﾕﾆｯﾄ:180 ）
・認知症対応型通所介護 2ヶ所 （24）

・地域密着型通所介護 6ヶ所 （84）
２



コーディネーター委嘱（19.11.2）

【要件】
① 現に認知症の本人やその家族に対するサービスの提供等の支援を

している者
② モデル地域内における認知症ケアのニーズや事業所等の状況を熟知
している者

○グループホーム管理者（２） ○介護相談員（１） ○民生委員（１）

○認知症の人と家族の会会員・介護施設相談員（１）

○居宅介護支援事業所介護支援専門員（１）

○社会福祉協議会・在宅介護支援センター（１） ＜計 ７名＞

＊オブザーバー 厚生センター・県高齢福祉課

協働体制

コーディネーター会議（H19.11～22.3)  開催 ４５回
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認知症地域支援体制構築等推進事業



小矢部市は
「認知症になっても

安心して暮らせる
まちづくり」を

目指しています！！

ビジョン
～おやべ発～
‘認知症’

ど～もないちゃ
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ビジョンの実現のために

地域づくり

ネットワーク人づくり（育て）

・サポーター養成
・キャラバンメイト育成（H21.7.13～）
・相談担当者研修
・グループホーム連絡会(H20.11.26～ )
・『センター方式』基礎研修会(H21.1～ ) 実践研修（22.2)
・認知症地域支援推進配置

・見守りネットワーク
・徘徊模擬訓練

（徘徊ＳＯＳネット）
・見守り協力事業所登録

・地域資源マップ
・認知症初期集中支援

チーム設置
・徘徊(疑)実態調査

・コーディネーター
会議

・相談窓口設置
・認知症あんしん

相談会 ・認知症を知る集い
・まちづくり宣言(H21.3)
・若年認知症本人と家族

交流会（H23.1～)
・オレンジカフェ
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まずは、土台づくりから

①理解者・支援者を増やそう！

ビジョンの実現のために①

名付けて「ローラー作戦」手段は「出前講座」

サポーター養成
キャラバンメイト育成

1,000人
キャラバン
H20.3～

3,000人
キャラバン
H20.6.22~

10,000人
キャラバン

H21.5.17~30.3.21
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出前講座＝サポーター養成状況

 地 域（地区長寿会・いきいきサロン・自治振興会
市議会議員・女性消防団・地区社協・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体他）

８,２９８人／198回

 職 域（郵便局・銀行・ＪＡ・理美容組合他）

６６５人／ 34回

 学校（小学校・中学校・高等学校）

１,１９４人／30回

 行政（市長・新任職員等） １２３人／ 8回

（H20.3～30.7.20）

＊サポーター数 １０,２８０人／ ２７０回＊
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みんなに発信！知ってもらおう！

②啓発普及

ビジョンの実現のために②

啓発イベント「認知症を知る集い」& 広報

第1回 H20.3.20 ＜参加者550人＞ﾃｰﾏ：認知症の理解

小矢部市の現状・家族の声・講演＆医師と講師との懇談会

講師：認知症介護研究・研修東京センター長 長谷川和夫先生

第2回 H21.3.20 ＜参加者480人＞ﾃｰﾏ：若年性認知症

小矢部市の現状・サポーター活動意見発表（学校・職場・地域から）

講演＆医師と講師との懇談会・講師：若年認知症のご本人と主治医

まちづくり宣言
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～アンケートから～

○ 若い人が認知症に関心を持って
くれたことが、有り難く、うれし
かった。(60代男性）

○ 銀行の状況もよくわかった。若い
世代、職場、それぞれの所で広く研
修を受け、市民全体で心配のない街
にしたい。(40代女性）

○ 認知症の人の気持ちが少しわかっ
たような気がする。 (50代女性）

○ 声をかけたり、話を聞いてあげる
ことが何より大切とわかった。

○ お互い様と、気軽に声を掛け合
える体制づくりや見守り隊のような
支援を。

○ これからの小矢部、みんなで考
え支え合っていかなければならない
と思った。
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ビジョンの実現のために③

③本人・家族への支援の輪を広げよう！
見守りネットワーク構築

① 認知症見守りネットワーク運営会議 H20.8.7 ～

② 徘徊見守り模擬訓練 H20.11.2～

資源マップweb上の公開‘認知症あんしんネット’

本人・家族が活用できる情報マップ H20.6公開→随時 更新

小矢部市ホームページからアクセス

相談・支援窓口

市内14ヶ所（既存の窓口の活用）→マップ化 H22.6全戸配付

『認知症あんしん相談会』毎月第4木曜日午後
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認知症見守りネットワーク運営会議

徘徊見守り模擬訓練(H20.11.2 ～)

見守り協力事業所登録 (H20.10～ ）

徘徊(疑)実態調査 (H20.10～ ）

見守りネットワーク構築
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認知症高齢者

見守り協力事業

登録事業所
253事業所
（H30.4.1）

地域包括支援センター

家 族

捜索協力依頼

①日常業務の範囲内で捜索協力
②発見時は徘徊者の保護と共に

警察に通報

捜索協力依頼

徘徊者警察 捜索願

Ｂ.活動依頼書

Ａ.利用申請書
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防犯協会

安全情報
ネット

清楽園

ほっとはうす

千 羽

小矢部市

（社協）

医師会 歯科医師会 銀行 郵便局 商工会 JA スーパー コンビニ

理容院 美容院 小学校 中学校 保育所 公民館
居宅介護
支援事業所

介護サービス

事業所

牛乳配達 新聞配達
ガソリン
スタンド

建設会社 運送会社 タクシー 運転代行 薬局

市役所
地域包括支援センター

社会福祉協議会

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

地区社協

認知症高齢者
見守りネットワーク

消　防　団

警察署 消防署

厚生センター



地域で支える第１歩。

徘徊見守り模擬訓練
～おやべ版～

＜目的＞

①生命が危険にさらされる可能性のある『徘徊』
について、地域住民が知り、見守り（捜索）、
声かけ、保護を体験する。

②捜索が必要になった場合に関係機関にスムーズ
に情報の伝達と早期に発見できる体制づくり。

③見守りネットワークにおける課題や問題点を
把握する。
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認知症の人とその家族の相談の場

オレンジカフェ
〔H26.11月 1号店 オープン〕

・相談の場
・悩みを話す場
・本人支援の場
・ゆったり過ごす場

H27.6月 ２号店 H28.7月 ３号店 オープン！
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今後の取り組み ～2025年を見据えて ～

認知症初期集中支援チームの構築

 認知症カフェ（オレンジカフェ）の開催

 認知症ケアパスの作成・普及

 認知症地域支援推進員の配置

 若年性認知症支援の強化

 医療・介護サービスを担う人材
17

ビジョンの実現のために
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① 地域支援推進員配置開始

④ 配置状況

平成27年4月～

⑤ 職種

１ 認知症地域支援推進員の配置状況

② 配置人数 ２人

③ 配置場所 地域包括支援センター（直営）

非常勤 （専従）

保健師 （介護支援専門員）
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2 わがまちの認知症施策の課題と認知症地域支援推進員に期待する役割

（１）認知症の課題

（２）認知症地域支援推進員に期待する役割

・高齢化が進み、認知症高齢者の増加を予想している。

・医療と介護の連携の更なる推進。

・認知症施策の啓発普及の推進。

・認知症予防施策の推進。

① 医療・介護等の支援ネットワーク・連携体制の構築。

② 認知症の理解への啓発・対応力向上のためのしくみづくり。

③ 相談支援・支援体制の構築。
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３ 認知症地域支援推進員の主な活動、成果の紹介

1. 関係機関との連携体制の構築
①居宅介護支援事業所連絡調整会（月1回）への参加と意見交換

「認知症地域支援推進員訪問依頼連絡票」の作成
②訪問及びケア会議への参加
③地域包括支援センター連絡会議での情報共有と協議
④認知症初期集中支援チームとの連携訪問等
⑤民生委員からの認知症事例紹介による訪問及び必要な支援等
⑥警察からの情報提供（行方不明や物取られ妄想等）高齢者への訪問

2. 認知症相談の機会提供
認知症カフェの開催 日常生活圏域 3圏域 各1会場×毎月1回

3. 若年認知症の人とその家族に対する支援・相談
当事者と家族の交流を目的に開催・体験談や認知症ケア専門士の助言

4. 介護認定後のサービス未利用者や認定切れになった認知症高齢者の現状把握・
支援

5. 認知症についての啓発普及
①認知症サポーター養成講座
②認知症高齢者徘徊見守り模擬訓練
③認知症を知るつどい（年1回） 他

21



４ 認知症地域支援推進員の配置と活動上の課題・今後の計画

（１）課 題

（２）今後の計画

・認知症が進行している状態であるにも関わらず、医療や介護、周囲の支援が適切
に提供 されていない事例がある。 （周囲のあきらめや、困っていることの認識がな
い状態等）

・認知症になっても、安心して暮らせる地域づくりへの取組の充実。

・認知症ケアパスの普及推進。

①きめ細かいアウトリーチにより、事例を通じた関係機関との連携強化。

②地域ケア会議等の参加・開催により、地域の見守り及び支援体制の構築。

③生活支援コーディネーターとの協働。
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『点から線に』『線から面に』

無関心

ビジョンの実現のために～できることから～

関心 支援

地域と共に！
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